
「結核予防会20周年小史」には結核予防会設立の背
景や前後の動きが詳しく述べられている。昭和14年当
時，結核は国民の死亡順位一位で，年間15万人（人口
10万対率は218）が死亡する国民病であった。強力な
治療手段を持たなかった当時，重症化する前に早期に
発見し治療を指導する体制，予防に重点を置いた広い
国民的活動の必要が痛感されるようになり，行政の及
ばないところを補完すべき新しい民間団体の設立が求
められるようになっていった。
そのような情勢の中で，昭和14年4月28日皇后陛
下より，内閣総理大臣平沼騏一郎氏が宮中で令
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同5 月1 日の閣議で，官民一体となって結核予防事業
を遂行するため，結核予防会の設立が決定され，5月
22日をもって財団法人結核予防会が設立されること
になった。
この令旨は結核予防会ないし日本の結核予防活動が
拡大する起点となった貴重なもので，図に示した。若
い人々にはやや読み難いところもあるので，参考まで
に，筆者の責任で，カナはひらがな送りとし，一部の
漢字には読み仮名句読点などをつけ，また，一部は新
字体とした。
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20周年小史には，「この令旨は，全国民的な感激を
呼び起こした。それまでタブーであった「結核」の文
字が，新聞，雑誌，放送に積極的に取り上げられるよ
うになり，進歩的な結核医たちの啓発的な著書にも，
この令旨が巻頭に飾られる有様であった。」と記され
ている。
令旨を受けて，結核予防会の様々な事業（講演会，

講習会，座談会，協議会，映画会，展覧会などの催し，
パンフレット，健康相談，集団検診，療養生活，健康
生活の指導等）が開始された。また予防と治療両面に
わたる結核病学の総合的研究により，結核行政の基礎
理論を創造する結核研究所も並立された。
昭和14年11月23日から12月6日には2週間にわた
り，令
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結核予防展覧会が東京で大規模に開催さ
れた。また令旨を記念した結核予防の歌（太陽の子
昭和14年東京音楽学校作詞・作曲）も作られたがこれ
らに関しては次号で述べる。

i　 令旨（りょうじ）とは，古くは律令制のもとで出された，皇太子・
三后（太皇太后・皇太后・皇后） の命令を伝えるために出した文書で，
後には， 親王・法親王・女院などのものもいう。れいしとも読まれる。

ii　 内帑金（ないどきん）とは，国王や天皇が手元に所持するお金のこと。

TBアーカイブだより（2020年 5月）
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結核予防会代表理事
TBアーカイブ委員会委員長　石川 信克
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